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『高岡短期大学紀要』 新シリ ー ズの開始にあた っ て

学長 蝋 山 昌
一

F 高岡短期大学紀要』 は19 90 年3 月の 第1

巻以来巻を重ね
､ 昨年の 1 1 月には第15 巻を発

刊する まで に至 っ た ｡ こ の 間 ,
こ の雑誌は高

岡短期大学の研究を世に問うとい う意義を果

たして きた こ と は否定できない ｡
さらに ､ そ

の 編集に際 して は ､ 掲載論文 に学内審査の経

由を義務付けるなど ､ 他の 大学紀要では例を

見ない 仕組み が適応され, 高岡短期大学 の研

究水準の 向上 , 維持と い う点でそれなりの効

果をあげてきた ｡ しか し ､ そうし たプラ ス の

効果の 反面 ､ 紀要 に掲載される の は型に 族 っ

た発表が可能なもの ばか りで ある ､ と い っ た

マ イ ナス 面も指摘されるように な っ た ｡ 本来､

高岡短期大学 は地域に生 きる短期の 高等教育

機関と して ､
い わゆ る ア カデミズ ム の 枠を超

えて知的な活動を展開する こ とが期待される

存在 である ｡ したが っ て
､
その知的活動報告

の 形式も多様なもの でなければならず､
また

,

独善を排 し多くの 読者を惹きつ けなければな

らない はずで ある ｡ 正直言 っ て ,
こ れまでの

F 高岡短期大学紀要』 は多様性 ､ 平易性に 欠

け , 地域か ら読者を得 る こ とは とうて い無理

で あ っ た ｡

い ま日本の 大学 は第 2 次大戦後初め て の大

きな曲がり角に立 っ て い る ｡ 国立の 高等教育

機関で ある高岡短期大学も安閑として は い ら

れない ｡ こ れまで の 日本の高等教育サ
ー ビス

は短期大学 ･ 4 年制大学とに分断されて , 担

われて い た｡ 短期大学と 4 年制大学と の自然

な棲み 分けが成立 して い たと い っ てもよい ｡

し か し
, 現在は大学側と学生側 ( 高等教育サ

ー ビス の需給) 両面で同質化が進行し ､ その

結果と して ､ 高等教育サ
ー

ビス市場で の 競争

は激しさを増して い る ｡ こう した変化の 具体

的な内容は , ①少子化を背景とした高等教育

需要の 変貌, すなわち , 大都市指向 ･ 4 年制

大学指向の高まり ｡ ②高等教育機関の 側で の

変化, すなわち ､ 典型的には ､
とくに 4 年制

大学 における実務教育の 重視(皮肉を言えば ､

4 年制大学の短大化) である ｡ こう した高等

教育 サ ー ビス 市場で の 競争激化に も関わ ら

ず､ 競争下にある短期大学と 4 年制大学と で

は とりうる競争手段の 範囲 ( 生き延びるため

の 手段) は構造的に 異なり ､ 歴史的に作 られ

たイ メ ー ジと ともに , 短期大学の とりうる手

段の範囲は 4 年制大学に比 べ , より狭く ､ 不

利とな っ て い る ｡

さらに ､ 地方に所在する高等教育機関 ､
と

くに短期大学にと っ ては
, G) 地域社会が十分

には成熟 して い ない こと
, ②とく に近年､ 地

域経済の 衰退が著しく , 当分は回復が期待 で

きない こと ､ ③これまで大学 ･ 短大が地域の

中核都市の そ の また 中核に は 位置せ ず､ 大

学 ･ 短大と地域の融合が未完成であ っ た こと

等の 要因で ,
い っ そ う厳し い 現実と な っ て い

る ｡

こう した なか で
, 高岡短期大学はや や恵ま

れた環境にある ｡ ①富山県で は , 高等教育機

関の種頬, 数が限定されて い て ､
これまで も

競争が少なか っ た し ,
こ れか らもそう激しく

はならない と (何と はな しに) 予測されて い

る ｡ ②とくに女子の 都会指向が乏しく , 優秀

な女性が集まる傾向はそう簡単に は変わら な

い ｡ ③設立の 経緯もあり ､
これまで に 日本の

高等教育機関と して は珍 しく , 地元と の強 い

結びつ きがあり ､ 高岡短期大学と してもそれ

なりに独自の 努力を払 っ てきた ｡

しか し
､ 高岡短期大学が こ うし た環境条件
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に甘ん じ続ける こと は許されない ｡ 国立大学

の 独立行政法人化 ､ ある い は ､ 民営化は , 当

然の こ とながら , 高岡短期大学にも適応され

る こと と なる ｡ こ う見てくる と ､ 高岡短期大

学はどの ように細か なところに つ い ても地域

に 生きる短期の 高等教育機関と して 気配り ,

目配りを忘れて はならない ｡ 紀要に つ い ても

例外で はな い ｡ 高岡短期大学の 構成員が企画

し
､ 実践する知的な活動を正直に , 丁寧に 文

字と して表現し ､ 地域に役立 つ 情報と してそ

の 活用を期待する ｡ それもまた気配り , 目配

りの ひ と つ と して位置付け られよう ｡
こ のよ

うな考えか ら 『高岡短期大学紀要』 の編集方

針を見直し , 出来上が っ たもの が この 新 シ リ

ー ズ の第 1 号 (通算で は第1 6 巻) である c

こ の 紀要に掲載されて い る論稿の うち タイ

トル ｡ ペ ー ジ の 肩に ｢ - 論文 - ｣ などと種別

の印されて い るもの は ,
これまで と同 じ編集

方針で学内で の 審査を経て 掲載される こと に

な っ たもの であり , どちら か と言えばア カデ

ミズ ム志向が強 い ｡
し か し

, 無印の 論文は そ

れぞれの執筆者が自由に自らの 責任でその 知

的な活動の 一

端を披涯 し たもの で ,
その中に

は ､ 好評を博し た本学主催の講演会の 講演録

や これか らの 万葉線の あり方を提言 した論考

などが含まれ ､ きわめて 多彩で ある ｡ 本紀要

を手に した読者が高岡短期大学の 知的な活動

に 関心を寄せ ､ 本学 へ の よき理解者と なられ

る こ とを期待した い o
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